
 

質疑回答書 

           令和元年８月８日  

          

 

契約番号 ２０１９０００９３１ 

件  名 伊賀市障がい者福祉計画策定業務委託 

  

 

質  疑 回  答 

１ 調査データの入力を積算するため

に、前回調査票（３種類）の設問数

及びページ数を教えていただけます

でしょうか。 

 

 

 

 

    

ま  

  

また、18 歳未満の障害者のある児

童の保護者に対する調査票は、その

調査対象となる人数を教えてくださ

い。 

 

２  ２ 各調査票の前回回収率をそれぞれ

教えてください。  

 

 

 

 

 

 

１ 障がい（身体・知的・精神）のある

人に対する調査票：設問数 56 問 A４

判 19頁 

18 歳未満の障がいのある児童保護者

に対する調査票：設問数 39 問 A４判

16 頁 

一般市民に対する調査票：設問数 26

問 A４判 10頁です。    

  

   

  

300 人程度と想定しています。 

 

 

 

 

２ 障がい（身体・知的・精神）のある

人に対する調査票回収率 49.4％ 

 18 歳未満の障がいのある児童保護者

に対する調査票回収率 42.7％ 

 一般市民に対する調査票回収率 

44.9％です。  

 

 



 

３ 貴市に回収された回答済調査票は、

受託者が回収ダンボールと特定信書

便の指定業者に着払い送付伝票を用

意しますので、受託者まで配送してい

ただけますか。 

 

４ 調査結果報告書は、A４判何頁程度

のものを想定されていますか。報告書

原稿の作業量を確認するために、前回

の調査結果報告書の提供をお願いし

ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 仕様書の「４.業務の内容」の中の

「（２）ヒアリング調査」が記載され

ていますが、調査の対象となる当事者

団体数、家族会の数、障がい福祉サー

ビス事業者数をそれぞれ教えてくだ

さい。 

 面談方式でヒアリングを行う場合に

は、開催実日数を教えてください。ま

た、「政策課題の提出」とありますが、

A４判何頁のものを想定しています

か。 

 

６ 「（３）伊賀市障がい者福祉計画及

び伊賀市障がい福祉計画策定支援業

務」の中の「⑦成果品」が記載されて

 

３ 可能とします。 

 

 

 

 

 

４ 調査結果報告書は、前回調査報告書

程度を想定しています。前回調査報告

書は、以下のとおりでした。 

・障がい（身体・知的・精神）のある

人に対する調査票： A４判 111 頁 

・18 歳未満の障がいのある児童保護者

に対する調査票：A４判 61 頁 

・一般市民に対する調査票：A４判 33

頁 

前回調査報告書データのうち、公開

情報のみ、参考に添付のとおり提供い

たします。 

  

 

５ ヒアリング調査については、当事者

団体については１団体、家族会につい

ては未定、障がい福祉サービス事業所

は伊賀市内に事業所を設置している

社会福祉法人６法人を想定していま

す。 

  ヒアリング方法及び政策課題の提

出については、現在未定です。 

 

 

 

 

６ そのとおりです。 

 成果品の想定頁については未定です。  

 



※この回答に対する質問は受付できません。 

いますが、「（ア）基礎調査資料（原稿）」

は「①基礎的データの収集・整理」業

務の成果品である、と理解してよろし

いですか。また、その成果品は A４判

何頁のものを想定していますか。 

 

７ 伊賀市障がい福祉計画の原稿に

は、SP コード不要である、と理解し

てよろしいですか。 

 

８ 「（４）伊賀市障がい者福祉計画策

定委員会等の開催にかかわる支援業

務」の中に「③市民懇談会での意見の

取りまとめ及び課題の整理等を行

う。」が記載されていますが、開催回

数、開催時間、コンサルの役割など具

体的に教えてください。また、上記の

開催回数は計 15 回程度の中に含まれ

ていますか。 

 

９ 貴市が想定されている、本業務に

関する大まかな作業工程表（令和３年

３月まで）を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ そのとおりです。 

 

 

 

８ 市民懇談会は、計画策定のための意

見交換会を想定しており、開催回数は

１回程度、開催時間２時間半程度、コ

ンサルの役割として、懇談会資料（計

画素案の作成）及び当日の意見のまと

め及び課題の整理等を想定していま

す。開催回数は計 15 回程度の中に含

んでいます。  

 

 

９ 現在の計画スケジュール予定は、添

付資料のとおりです。   



 

 
 

 

 

 

伊賀市障がい者福祉計画策定のための 

アンケート 調査結果報告書 

【速 報 版】 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 1 月 
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Ⅰ 調査の概要 
「第３次障がい者福祉計画」の策定にあたり、障がいのある方の生活状況や福祉サービスの利用状

況、利用意向、意見などを把握し、計画策定の基礎資料することを目的に、平成 25年 11月～12

月にアンケート調査を実施しました。  
１．調査の方法  

①調査対象地域 伊賀市全域 
②調査対象者  

障がい者調査  

平成 25年 11月 1日現在、市内在住の 18歳以上の
身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳
所持者の中から 2,785人を無作為抽出 

障がい児調査  

平成 25年 11月 1日現在、市内在住の 18歳未満の
身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳
所持者全員 

その他市民調査 

平成 25年 11月 1日現在、市内在住の障害者手帳を
持たない 15歳以上の市民の中から 1,650 人を無作
為抽出  

③調査期間 平成 25年 11月 29日～平成 25年 12月 16日 
④調査方法 調査票による記入方式 

郵送配布・郵送回収による郵送調査  
２．サンプル数及び有効回収数  A 

配布数 

B 

不達 

(宛先不明) 

C (A-B) 

有効 

配布数 

D 

回収数 

E 

無効 

回収数 

（白 票） 

F (D-E) 

有効 

回収数 

D/C 

回収率 

F/C 

有効 

回収率 

障 が い 者 2, 785 30 2,755 1,362 4 1,358 49.4％ 49.2％ 

障 が い 児 215 2 213 91 0 91 42.7％ 42.7％ 

その他市民 1,650 32 1,618 728 0 728 44.9％ 44.9％  
３．注意事項 

① 以下のページでは、「障がい者調査」を『障がい者』、「障がい児調査」を『障がい児』と表し
ています。 

② 以下のページにおける比率の掲載については、小数点第 2 位で四捨五入していることから、

合計が 100.0％にならない場合があります。また、複数回答の設問の場合の比率は、有効回

答数に対する割合を表示しています。 

③ 「無回答」は回答していないもの、「無効回答」は選ぶべき選択肢の数や答え方を間違ってい
るなど、集計上有効でない回答を示しています。 

④ グラフ及び表のＮ数（number of case）は、有効標本数（集計対象者総数）を表していま

す。設問中の SA（Single Answer）は単数回答、MA（Multi Answer）は複数回答をそれ

ぞれ示しています。 

⑤ 「総計」には、手帳種別不明者を含むとともに、重複者は一人とカウントします。  
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Ⅱ 調査結果（抜粋） 
回答者の属性等について 
問 あなたの年齢は、平成２５年１１月１日現在、満何歳ですか。（ＳＡ） 

『障がい者』問 2  『障がい児』問 2    【障がい者調査】 【障がい児調査】              
問 あなたの持っている障害者手帳の種別は次のどれですか。（ＭＡ） 

『障がい者』問 4  『障がい児』問 4    【障がい者調査】 【障がい児調査】            

０～５歳

14.3

６～１１歳

34.1

１２～１４歳

26.4

１５～１７歳

24.2

無回答

1.1

2

N = 91

73.9

15.7

14.5

1.1

身体障害者手帳(n=985)

療育手帳(n=209)

精神障害者保健福祉手帳(n=193)

無回答(n=15)

N = 1332

17.3

72.8

13.6

3.7

身体障害者手帳(n=14)

療育手帳(n=59)

精神障害者保健福祉手帳(n=11)

無回答(n=3)

N = 81
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問 あなたは、現在だれと暮らしていますか。（ＭＡ） 『障がい者』問 8              
問 あなたは、日常生活の中で介護または介助を必要としますか。（ＭＡ） 『障がい者』問 15             
問 あなたの介護・介助者はだれですか。（ＭＡ） 『障がい者』問 16            

42.1

28.6

19.6

14.2

10.0

7.1

3.8

1.0

8.1

5.9

配偶者(n=559)

子ども（その配偶者も含む）(n=380)

両親(n=260)

ひとり暮らし(n=189)

孫(n=133)

兄弟姉妹（その配偶者も含む）(n=94)

祖父母(n=51)

友人・知人(n=13)

その他(n=108)

無回答(n=78)

問8

N = 1327

必要とする

42.3

必要としない

50.7

無回答

7.0

N = 1358

33.4

24.7

20.4

17.9

15.9

6.4

3.8

6.8

1.2

1.9

配偶者(n=192)

子ども（その配偶者も含む）(n=142)

入所施設の職員(n=117)

両親(n=103)

ホームヘルパー(n=91)

兄弟姉妹（その配偶者も含む）(n=37)

グループホーム・ケアホームの世話人(n=22)

その他(n=39)

無効回答(n=7)

無回答(n=11)

16

N = 574
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問 介護・介助者の方が、困っていることについて教えてください。（ＭＡ） 

『障がい者』問 19   
 「障がい者」では『肉体的に疲れてしまう』、『精神的に滅入ってしまう』がともに

約 25％に上り、『介護・介助の代わりがいない』、『自分の時間がもてない』がそ

れぞれ 20％を超えて続いています。介護・介助者に負担が集中していることがう

かがえます。 

 障がい種別でみると、「身体」では『肉体的に疲れてしまう』が最も多く、「知的」、

「精神」では『精神的に滅入ってしまう』が最も多くなっています。また「精神」

では『経済的な負担が大きい』が他に比べて多く、４割を超えています。   【障がい者調査】                  

25.2

24.5

22.5

22.3

19.1

18.9

12.2

11.9

11.5

6.3

6.1

5.9

5.0

6.3

12.6

24.1

肉体的に疲れてしまう(n=140)

精神的に滅入ってしまう(n=136)

介護・介助の代わりがいない(n=125)

自分の時間がもてない(n=124)

外出ができない(n=106)

経済的な負担が大きい(n=105)

仕事との両立が難しい(n=68)

他にも介護・介助が必要な家族・親族がいる(n=66)

本人にやつ当たりしてしまう(n=64)

相談する人や悩みを聞いてくれる人がいない(n=35)

本人が障害福祉サービスを受けたがらない(n=34)

介護・介助の方法がわからない(n=33)

家族や親戚の人などの理解が足りない(n=28)

その他(n=35)

特にない(n=70)

無回答(n=134)

19

N = 556
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問 主に介護・介助される方が、困っていることについて教えてください。（ＭＡ） 

『障がい児』問 9  

 「障がい児」では『仕事との両立が難しい』が最も多く、『精神的に滅入ってしま

う』、『自分の時間がもてない』と続いています。 

 障がい種別でみると、「身体」、「知的」では『仕事との両立が難しい』、「精神」で

は『自分の時間がもてない』がそれぞれ最も多くなっています。次いで、すべての

種別で『精神的に滅入ってしまう』が多くなっています。   【障がい児調査】                

4.4

31.9

29.7

23.1

22.0

20.9

17.6

13.2

9.9

9.9

5.5

4.4

1.1

8.8

15.4

11.0

仕事との両立が難しい(n=32)

精神的に滅入ってしまう(n=29)

自分の時間がもてない(n=27)

肉体的に疲れてしまう(n=21)

介助の代わりがいない(n=20)

経済的な負担が大きい(n=19)

本人にやつ当たりしてしまう(n=16)

家族や親戚の人などの理解が足りない(n=12)

外出ができない(n=9)

他にも介護・介助が必要な家族・親族がいる(n=9)

相談する人や悩みを聞いてくれる人がいない(n=5)

介護・介助の方法がわからない(n=4)

本人が障害福祉サービスや障害児通所支援を受けたがら

ない(n=1)

その他(n=8)

特にない(n=14)

無回答(n=10)

問9

N = 91

35.2 
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外出の状況について 
問 あなたが外出する時に、困ることや不満に思うことは何ですか。（ＭＡ） 

『障がい者』問 23  

 「障がい者」では『電車やバスなどの公共交通機関が、本数が少ない、近くに駅・

停留所がないなど利用しにくい』が最も多く、『道路や建物に段差が多い』、『建物

設備（階段、トイレ、エレベーター）の利用が不便である』と続いています。一方、

『特にない』と答えた人も 20.2％います。 

 障がい種別でみると、すべての種別において『電車やバスなどの公共交通機関が、

本数が少ない、近くに駅・停留所がないなど利用しにくい』が最も多くなっていま

す。次いで、「身体」では『障がい者用の駐車スペースが少ないことや駐車できな

いことがある』、「知的」、「精神」では『コミュニケーションがとりにくい』が多く

なっています。   【障がい者調査】            
27.9

19.3

18.9

18.6

12.2

8.5

6.3

3.2

0.6

20.2

6.3

1.0

14.3

電車やバスなどの公共交通機関が、本数が少ない、近くに

駅・停留所がないなど利用しにくい(n=379)

道路や建物に段差が多い(n=262)

建物設備（階段、トイレ、エレベーター）の利用が不便である

(n=257)

障がい者用の駐車スペースが少ないことや駐車できないこ

とがある(n=252)

コミュニケーションがとりにくい(n=166)

必要なときにまわりの人の助けが得られない(n=116)

付き添いや介助者の確保が難しい(n=86)

標識や案内表示がわかりにくい(n=44)

点字ブロックや音のでる信号機の設置が不十分である(n=8)

特にない(n=274)

その他(n=85)

無効回答(n=14)

無回答(n=194)

23

N = 1358
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問 あなたが外出する時に、困ることや不満に思うことは何ですか。（ＭＡ） 

『障がい児』問 13  

 「障がい児」では、『コミュニケーションがとりにくい』が最も多く、『電車やバス

などの公共交通機関が、本数が少ない、近くに駅・停留所がないなど利用しにくい』、

『必要なときにまわりの人の助けが得られない』と続いています。 

 障がい種別でみると、「身体」、「精神」では『電車やバスなどの公共交通機関が、

本数が少ない、近くに駅・停留所がないなど利用しにくい』が、「知的」では『コ

ミュニケーションがとりにくい』がそれぞれ最も多くなっています。   【障がい児調査】                  

37.4

37.4

17.6

16.5

6.6

6.6

6.6

5.5

0.0

5.5

1.1

4.4

コミュニケーションがとりにくい(n=35)

電車やバスなどの公共交通機関が、本数が少ない、近くに

駅・停留所がないなど利用しにくい(n=34)

必要なときにまわりの人の助けが得られない(n=16)

特にない(n=15)

建物設備（階段、トイレ、エレベーター）の利用が不便である

(n=7)

道路や建物に段差が多い(n=6)

障がい者用の駐車スペースが少ないことや駐車できないこ

とがある(n=6)

付き添いや介助者の確保が難しい(n=6)

標識や案内表示がわかりにくい(n=5)

点字ブロックや音のでる信号機の設置が不十分である(n=0)

その他(n=5)

無効回答(n=1)

無回答(n=4)

13

N = 91

38.5 

7.7 
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就労の状況について（障がい者調査のみ） 

 現在の仕事について不安や不満が『ある』と答えた人は約４割に上っています。そ

のうち、５割以上が『給料が安い』と答え、次いで、『職場の身分が不安定である』、

『毎日働くことができない』と続いており、就労に対して安定感が得られていない

人が多いことがうかがえます。 

 障がい種別でみると、「精神」で『ある』が約６割に上り、「身体」「知的」に比べ

不安や不満を持っている人が多いことがうかがえます。不安・不満の内容はすべて

の種別で『給料が安い』が最も多くなっています。また、「身体」では『毎日働く

ことができない』とともに『通勤するのが困難である』、『職場の施設や設備が整備

されていない』が上位を占めています。  
問 あなたは、現在の仕事について不安や不満がありますか。（ＳＡ） 『障がい者』問 28             
問 それは、どのような不安・不満ですか。（ＭＡ） 『障がい者』問 29            

ある

38.1

ない

55.9

無回答

5.9

N = 388

52.7

18.2

17.6

16.9

14.9

13.5

11.5

10.1

7.4

4.1

15.5

4.1

給料が安い(n=78)

職場の身分が不安定である(n=27)

毎日働くことができない(n=26)

職場の人間関係がよくない(n=25)

事業主や職場の人が障がいについて理解がない(n=22)

通勤するのが困難である(n=20)

職場の施設や設備が整備されていない(n=17)

仕事や職場の人間関係について相談する人がいない…

自分のやりたい業務をさせてもらえない(n=11)

仕事の内容が自分に合わない(n=6)

その他(n=23)

無回答(n=6)

N = 148
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通園・通学に関することについて（障がい児調査のみ） 

 現在の長期休業中や放課後の過ごし方については、約８割が『家で過ごしている』

と答えています。障がい種別でみると、「身体」、「精神」では『家で過ごしている』

と答えた人が９割前後に上っています。 

 長期休業中や放課後の活動の希望については、約４割が『家で過ごしたい』と答え

ている一方、『地域の同世代の子どもと遊びたい』、『大人が付き添い（ガイドヘル

パーなど）、外出したい（映画・プールなど）』が 25～30％前後に上っており、

同世代との関わりや家の外での活動を希望している児童も多いことがうかがえま

す。障がい種別でみると、すべての種別で５割前後が『家で過ごしたい』と答えて

いる一方、「身体」、「精神」では５～６割が『地域の同世代の子どもと遊びたい』

と答えています。また「身体」では『大人が付き添い（ガイドヘルパーなど）、外

出したい（映画・プールなど）』も５割に上っています。  
問 あなたは、現在、長期休業中や放課後をどのように過ごしていますか。（ＭＡ） 

『障がい児』問 16            
問 あなたは、長期休業中や放課後の活動について、どのように過ごしたいと  希望していますか。（ＭＡ） 『障がい児』問 17           

14.5

24.1

16.9

15.7

14.5

12.0

7.2

9.6

4.8

家で過ごしている(n=64)

日中一時支援事業所に通っている(n=20)

習いごとに行っている(n=14)

児童デイサービスに行っている(n=13)

地域の同世代の子どもと遊んでいる(n=12)

大人が付き添い、外出している(n=10)

放課後児童クラブに行っている(n=6)

ショートステイを利用している(n=0)

その他(n=8)

無回答(n=4)

N = 83

33.7

33.7

25.3

21.7

18.1

15.7

14.5

8.4

4.8

2.4

3.6

7.2

家で過ごしたい(n=36)

地域の同世代の子どもと遊びたい(n=28)

大人が付き添い、外出したい(n=21)

日中一時支援事業所に通いたい(n=18)

児童デイサービスに行きたい(n=15)

放課後児童クラブに行きたい(n=13)

習いごとに行きたい(n=12)

わからない(n=7)

特にない(n=4)

ショートステイを利用したい(n=2)

その他(n=3)

無回答(n=6)

問17

N = 83

77.1 

0.0 

43.4 
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福祉サービスの情報や相談に関することについて 

 「障がい者」では、『家族・親族』が最も多く６割を超えています。次いで、『病院

（医師・看護師・医療相談員など）』、『友人・知人』と続いています。障がい種別

でみると、すべての種別で『家族・親族』が最も多くなっています。また、「身体」

では『友人・知人』、『病院』、知的では、『障がい者施設や事業所の職員』、『相談機

関の相談員（伊賀市障がい者相談支援センターなど）』、「精神」では『病院』、『友

人・知人』、『障がい者施設や事業所の職員』と続いています。 

 「障がい児」では、『家族・親族』が最も多く、『保育所・幼稚園や学校の先生』、

『友人・知人』と続いています。障がい種別でみると、すべての種別で『家族・親

族』が最も多くなっています。  
問 あなたは、困ったことや相談したいことがあるときに誰に相談されますか。（ＭＡ） 

『障がい者』問 33  『障がい児』問 19    【障がい者調査】             【障がい児調査】           

66.5

14.0

13.0

10.0

7.0

6.0

5.4

4.9

2.9

2.0

1.8

0.5

0.2

2.9

2.1

2.3

4.0

7.7

家族・親族(n=903)

病院（医師・看護師・医療相談員など）(n=190)

友人・知人(n=177)

障がい者施設や事業所の職員(n=136)

市役所（本庁・支所）の職員(n=95)

社会福祉協議会の職員(n=81)

民生委員・児童委員(n=73)

相談機関の相談員(n=67)

障がい者相談員(n=40)

職場の人(n=27)

自分の属する団体や組織の人(n=25)

特定相談支援・障害児相談支援事業所(n=7)

県の機関（伊賀保健所・児童相談所など）(n=3)

その他(n=39)

相談する人がいない(n=28)

どこに相談すればよいかわからない(n=31)

無効回答(n=54)

無回答(n=105)

N = 1358

57.1

23.1

19.8

11.0

3.3

3.3

1.1

0.0

0.0

0.0

5.5

1.1

1.1

14.3

3.3

家族・親族(n=52)

保育所・幼稚園や学校の先生(n=21)

友人・知人(n=18)

病院（医師・看護師・医療相談員など）(n=10)

こども発達支援センター(n=6)

県の機関（児童相談所・伊賀保健所など）(n=4)

障がい者施設や事業所の職員(n=3)

市役所（本庁・支所）の職員(n=3)

障がい者相談員(n=1)

特定相談支援・障害児相談支援事業所(n=1)

障がい者相談支援センター(n=0)

民生委員・児童委員(n=0)

自分の属する団体や組織の人(n=0)

社会福祉協議会の職員(n=0)

その他の相談機関の相談員(n=0)

その他(n=5)

相談する人がいない(n=1)

どこに相談すればよいかわからない(n=1)

無効回答(n=13)

無回答(n=3)

N = 91

6.6 

4.4 

1.1 

0.0 

0.0 
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福祉サービスに関することについて 

 「障がい者」では、約４割が『利用していない』と答えています。理由としては、

約６割が『必要がない』と答えている一方、『利用の仕方がわからないから』、『ど

のようなサービスがあるか知らないから』、『利用したい種類のサービスがないか

ら』と答えた人も１割前後います。 

 障がい種別でみると、「身体」、「精神」で４割前後が『利用していない』と答えて

いる一方、「知的」では約７割が『利用している』と答えています。利用しない理

由としては、すべての種別で『必要ない』が最も多くなっています。また、「知的」、

「精神」では、『利用したい種類のサービスがないから』が比較的多くなっていま

す。 

 「障がい児」では、約４割が『利用していない』と答えています。理由として、約

半数が『近くにサービスを提供できる事業所がないから』を選び、最も多くなって

います。次いで、『必要がない』、『利用したい種類のサービスがないから』、『送迎

がないから』がそれぞれ約２割で続いています。 

 障がい種別でみると、利用していない理由として、「身体」では『必要がない』、「知

的」、「精神」では『近くにサービスを提供できる事業所がないから』が最も多くな

っています。  
問 あなたは、（障害児通所支援及び）障害福祉サービスを利用していますか。（ＳＡ） 

『障がい者』問 36  『障がい児』問 22    【障がい者調査】 【障がい児調査】            利用している

55.1

利用していない

41.2

無回答

3.7

36

N = 546

利用している

58.0

利用していない

42.0

問22

N = 50
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問 なぜ障害児通所支援または障害福祉サービスを利用していないのですか。（ＭＡ） 

『障がい者』問 38  『障がい児』問 23    【障がい者調査】              【障がい児調査】            

62.2

10.2

9.8

8.4

5.3

5.3

5.3

4.0

1.8

1.3

9.3

7.1

必要がない(n=140)

利用の仕方がわからないから(n=23)

どのようなサービスがあるか知らないから(n=22)

利用したい種類のサービスがないから(n=19)

近くにサービスを提供できる事業所がないから(n=12)

サービスの内容が合わないから(n=12)

送迎がないから(n=12)

サービス内容が理解できないから(n=9)

サービスに不満があるから(n=4)

定員が一杯だから(n=3)

その他(n=21)

無回答(n=16)

N = 225

23.8

23.8

23.8

23.8

19.0

9.5

9.5

4.8

19.0

近くにサービスを提供できる事業所がないから(n=10)

必要がない(n=5)

利用したい種類のサービスがないから(n=5)

送迎がないから(n=5)

どのようなサービスがあるか知らないから(n=4)

サービスの内容が合わないから(n=2)

利用の仕方がわからないから(n=2)

定員が一杯だから(n=1)

サービスに不満があるから(n=0)

サービス内容が理解できないから(n=0)

その他(n=4)

無回答(n=0)

N = 21

0.0 

0.0 

0.0 

47.6 



13 

 
災害時のことについて 

 「障がい者」では、『安全なところまで避難することができない』、『障がいのある

人に配慮した避難所が近くにない』、『どのような災害が起こったかすぐにわからな

い』、『必要な治療や薬が確保できない』がそれぞれ25％前後で多くなっています。 

 障がい種別でみると、「身体」で『安全なところまで避難することができない』、「知

的」で『どのような災害が起こったかすぐにわからない』、「精神」で『必要な治療

や薬が確保できない』がそれぞれ最も多くなっています。次いで、「身体」では『障

がいのある人に配慮した避難所が近くにない』、「知的」、「精神」では『避難場所で

周りの人とのコミュニケーションがとれない』と続き、避難および避難場所につい

てそれぞれ不安を持っていることがうかがえます。  
問 火事や地震などの災害が発生したときに、あなたはどのようなことが不安ですか。  （ＭＡ） 『障がい者』問 42    【障がい者調査】                 

25.8

25.3

24.4

23.3

17.2

14.8

14.4

13.4

12.9

10.9

4.5

16.4

安全なところまで避難することができない(n=351)

障がいのある人に配慮した避難所が近くにない(n=344)

どのような災害が起こったかすぐにわからない(n=332)

必要な治療や薬が確保できない(n=316)

特にない(n=233)

救助を求めることができない(n=201)

避難場所で周りの人とのコミュニケーションがとれない

(n=196)

避難する場所がわからない(n=182)

避難場所で十分な介助をしてくれる人がいない(n=175)

救助を求めても来てくれる人がいない(n=148)

その他(n=61)

無回答(n=223)

N = 1358
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障がいのある人への正しい理解やユニバーサルデザインについて 
問 あなたは、日常生活で、障がいがあるために差別を受けたり、いやな思いを  したことがありますか。（ＳＡ） 

『障がい者』問 46  『障がい児』問 30  

 「障がい者」では、『よくある』、『時々ある』、『何度かある』と答えた、『差別を受

けたり、いやな思いをしたことがある人』が約３割となっています。障がい種別で

みると、『よくある』、『時々ある』、『何度かある』と答えた、『差別を受けたり、い

やな思いをしたことがある人』が「知的」、「精神」で、ともに 55％前後に上って

います。 

 「障がい児」では、『よくある』、『時々ある』、『何度かある』と答えた、『差別を受

けたり、いやな思いをしたことがある人』が約７割に上っています。障がい種別で

みると、「精神」では『よくある』、『時々ある』、『何度かある』と答えた、『差別を

受けたり、いやな思いをしたことがある人』が 100％となっています。   【障がい者調査】 【障がい児調査】              
よくある

6.8

時々ある

11.5

何度かある

14.1

まったくない

49.6

無回答

17.9

N = 1358

よくある

14.3

時々ある

30.8

何度かある

24.2

まったくない

27.5

無回答

3.3

30

N = 91
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問 その時にだれに相談しましたか。（ＭＡ） 

『障がい者』問 49  『障がい児』問 31  

 「障がい者」では、約 35％が『家族・親族』と答え、最も多くなっている一方、

『だれにも相談できなかった』が約 15％で続いています。また、『相談する人が

いない』と答えた人も 5％います。障がい種別でみると、「身体」では２番目に、

「知的」、「精神」ではそれぞれ３番目に『だれにも相談できなかった』が多くなっ

ています。 

 「障がい児」では、『家族・親族』が最も多く、『友人・知人』と続く一方、『だれ

にも相談できなかった』も約 15％となっています。障がい種別でみると、すべて

の種別で『家族・親族』、『友人・知人』と続く一方、「知的」、「精神」では 15～

20％前後が『だれにも相談できなかった』と答えています。   【障がい者調査】              【障がい児調査】            

34.4

10.2

7.7

7.7

4.0

3.5

3.3

3.3

2.7

2.3

1.9

0.8

0.4

0.2

14.4

7.5

5.0

29.9

家族・親族(n=179)

友人・知人(n=53)

障がい者施設や事業所の職員(n=40)

病院（医師・看護師・医療相談員など）(n=40)

市役所（本庁・支所）の職員(n=21)

職場の人(n=18)

相談機関の相談員(n=17)

社会福祉協議会の職員(n=17)

障がい者相談員(n=14)

民生委員・児童委員(n=12)

自分の属する団体や組織の人(n=10)

人権擁護委員(n=4)

特定相談支援・障害児相談支援事業所(n=2)

県の機関（伊賀保健所・児童相談所など）(n=1)

だれにも相談できなかった(n=75)

その他(n=39)

相談する人がいない(n=26)

無回答(n=156)

問49

N = 521

61.9

33.3

14.3

11.1

6.3

4.8

4.8

3.2

1.6

1.6

0.0

0.0

19.0

4.8

3.2

家族・親族(n=39)

友人・知人(n=21)

だれにも相談できなかった(n=9)

病院（医師・看護師・医療相談員など）(n=7)

職場の人(n=6)

自分の属する団体や組織の人(n=4)

障がい者施設や事業所の職員(n=3)

相談機関の相談員(n=3)

市役所（本庁・支所）の職員(n=2)

民生委員・児童委員(n=1)

特定相談支援・障害児相談支援事業所(n=1)

県の機関（児童相談所・伊賀保健所など）(n=1)

障がい者相談員(n=0)

社会福祉協議会の職員(n=0)

権利擁護委員(n=0)

その他(n=12)

相談する人がいない(n=3)

無回答(n=2)

N = 63
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将来の暮らしや必要な障がい者施策について 

 「障がい者」では『障がいのある人のための各種手当の充実、医療費の軽減』が最

も多く、次いで『障がいのある人への理解を深める福祉教育や広報活動の充実』、

『ホームヘルプサービス、短期入所などの在宅福祉サービスの充実』と続いていま

す。障がい種別でみると、「身体」、「精神」では『障がいのある人のための各種手

当の充実、医療費の軽減』が最も多く、「知的」では『ケア付き住宅やグループホ

ームなどの住まいの場の確保』が最も多くなっています。 

 「障がい児」では、『障がい児療育、教育の充実』が最も多く、『障がいのある人の

ための各種手当の充実、医療費の軽減』、『障がいのある人への理解を深める福祉教

育や広報活動の充実』と続いています。  
問 あなたは、今後伊賀市が障がい者施策を充実させるため、どのようなことに力を入れて  いく必要があると思いますか。（ＭＡ） 

『障がい者』問 54  『障がい児』問 36    【障がい者調査】                       
32.6

22.8

19.9

19.4

16.7

12.7

12.2

10.9

7.7

4.8

4.3

3.5

3.1

1.5

4.1

7.4

1.3

1.2

18.1

障がいのある人のための各種手当の充実、医療費の軽減

(n=443)

障がいのある人への理解を深める福祉教育や広報活動の

充実(n=310)

ホームヘルプサービス、短期入所などの在宅福祉サービス

の充実(n=270)

障がいのある人のための入所施設の整備(n=263)

生活介護やデイサービスなどの日中活動のためのサービス

の充実(n=227)

ケア付き住宅やグループホームなどの住まいの場の確保

(n=173)

利用しやすい建物、道路、交通手段、ガイドヘルプなど外出

支援の充実(n=166)

一般企業や事業所における障がい者雇用の促進(n=148)

福祉的な就労の場の確保(n=104)

成年後見制度の活用支援など障がいのある人の権利擁護

の推進(n=65)

障がい児療育、教育の充実(n=59)

地域におけるボランティア活動の活性化(n=48)

障がいのある人のスポーツ、学習、文化活動に対する支援

(n=42)

点字、手話、インターネットの活用などコミュニケーション支

援の充実(n=20)

特にない(n=55)

わからない(n=100)

その他(n=18)

無効回答(n=16)

無回答(n=246)

N = 1358
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  【障がい児調査】                                 

24.2

30.8

24.2

24.2

22.0

17.6

12.1

9.9

8.8

8.8

7.7

6.6

5.5

2.2

1.1

1.1

0.0

3.3

1.1

2.2

障がい児療育、教育の充実(n=55)

障がいのある人のための各種手当の充実、医療費の軽減

(n=28)

障がいのある人への理解を深める福祉教育や広報活動の

充実(n=22)

一般企業や事業所における障がい者雇用の促進(n=22)

福祉的な就労の場の確保(n=20)

障がいのある人のための入所施設の整備(n=16)

ケア付き住宅やグループホームなどの住まいの場の確保

(n=11)

生活介護やデイサービスなどの日中活動のためのサービス

の充実(n=9)

障がいのある方のスポーツ、学習、文化活動に対する支援

(n=8)

成年後見制度の活用支援など障がいのある方の権利擁護

の推進(n=8)

障がいのある人を対象とした職業訓練機会の充実(n=7)

ホームヘルプサービス、短期入所などの在宅福祉サービス

の充実(n=6)

健康管理や治療、機能訓練等の機会の確保(n=5)

利用しやすい建物、道路、交通手段、ガイドヘルプなど外出

支援の充実(n=2)

点字、手話、インターネットの活用などコミュニケーション支

援の充実(n=2)

特にない(n=1)

わからない(n=1)

地域におけるボランティア活動の活性化(n=0)

その他(n=3)

無効回答(n=1)

無回答(n=2)

問36

N = 91



第４次伊賀市障がい者福祉計画策定スケジュール（案） 

 

年度 月 事務局等 策定委員会 庁内推進会議 自立支援協議会 専門部会 

Ｈ30 ３月 ・債務負担議決 

・委員会条例議決 

    

Ｒ1 ４月      

５月  ・公募委員募集（5/1 号） 

・策定委員推薦依頼 

・公募委員選考 

・第１回庁内推進会議 

（元年度事業計画） 

  

６月  

 

   

 

 

７月    ・第１回自立支援協議会 

（元年度事業計画確認） 

 

８月 ・入札通知発送（中旬） 

・入札（下旬） 

・契約締結 

（Ｒ３年３月末まで） 

・策定委員委嘱    

９月 ・アンケート案作成 

（庁内推進会議提出用） 

 ・第２回庁内推進会議 

（アンケート案確認） 

  

10 月 ・アンケート最終案作成 

（策定委員会提出用） 

 

・アンケート発送準備（下旬） 

・第１回策定委員会 

（市長から諮問・作成方法・

ｱﾝｹｰﾄ内容確認等） 

   

 

11 月 ・アンケート発送（上旬） 

 

・アンケート締切り（下旬） 

   

 

 

12 月 ・アンケート集計・分析 

・現状の把握及び課題の抽出 

（25 日までに） 

    

１月  ・第２回策定委員会（下旬） 

（ｱﾝｹｰﾄの結果報告・課題

の抽出検討等） 

・第３回庁内推進会議 

（ｱﾝｹｰﾄの結果報告・課題

の抽出検討等） 

 

 

 

２月 ・計画骨子案作成 

（策定委員会終了後） 

  

 

  

３月   ・第４回庁内推進会議（中

頃） 

（元年度進捗状況確認） 

・第２回自立支援協議会 

（下旬） 

（元年度進捗状況確認） 

・協議会委員推薦依頼 

・公募委員募集 

 

Ｒ２ ４月  ・第３回策定委員会 

（計画骨子の検討） 

 

 

・公募委員選考 

・協議会委員委嘱 

 

５月 ・計画（中間案）の作成  ・第１回庁内推進会議 

（Ｒ２年度事業計画） 

  

６月 ・計画中間案報告会開催   ・第１回自立支援協議会 

（Ｒ２年度事業計画） 

 

７月   ・第２回庁内推進会議 

（中間案の検討） 

  

８月 ・政策調整会議（中間案報

告） 

・第４回策定委員会 

（中間案検討） 

 

 

 

 

 

９月 ・市議会へ中間案上程     

１０月 ・パブリックコメント実施     

１１月 ・政策調整会議（最終案報

告） 

・第５回策定委員会 

（最終案確認） 

・委員長から市長に答申 

・第３回庁内推進会議 

（最終案の検討） 

 

 

 

・ 

 

１２月 ・市議会へ最終案上程     

１月 ・計画書印刷     

２月   ・第４回庁内推進会議 

（Ｒ2 年度進捗状況確認） 

  

３月    ・第２回自立支援協議会 

（Ｒ2 年度進捗状況確認） 

 


